特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年04月04日　　506号
里山農園　　ジャガイモの植え付け29日　晴天の中、7名の皆さんが集まっていただき、ジャガイモの植え付けを行いました。この春一番の農作業でした。ダンシャクは170株、煮ても形崩れのしにくいメークインは100株が植え付けられ、11時ごろには作業が終わりました。芳川さんがもち入りのゼンザイを炊いてくれて、舌鼓を打つ休憩となりました。腰を痛めておられる中辻さんも精を出していただき、新人の小泉さんも一生懸命にがんばっていただきました。6月ごろの収穫が楽しみですね。3月の里山展に来られて早速入会いただいた小泉さんは、かねてから里山の活動に関心を持っておられて、退職されたことをきっかけに入会、里山農園の排水溝の補強修繕を積極的に行っていただきました。きれいに排水が進むようになりました。
11日には、桜谷先生が里山生態園の事前調査と作業計画などを一緒に検討しましょうとお越しいただける連絡が来ております。昨年の夏にはオオムラサキの飛翔が確認されています。またこの冬には幼虫の発見が13匹も確認されました。そしてエノキが16本群生しています。又その奥にも数本のエノキが生えていますし、そこでも幼虫が発見されました。東の小山の頂上からの展望では、必ず飛翔している姿が見られると思います。それも人の手が全く加わらない自然の姿で確認できるのですから、これは本当にすごいことです。私は山頂から見下ろしてオオムラサキの飛ぶ姿を見てみたいものです。日本の国蝶オオムラサキの確認が期間中いつでも見られる場所を作りあげましょう。そのためのプランを11日練り上げたいと思います。ぜひお越しください。また皆さんのお力をお貸しください。11日（金）午前10時　里山農園集合です。
12日は野草を食する会です。里山の会の年間イベントでもっとも里山の会らしい取組みの最右翼がこの4月の食する会でしょう。前号でもお知らせしましたが、参加された皆さんは本当に満足されておかえりになります。昨日の事務局会議では、ここしばらく野草のてんぷらうどんを振る舞ってきました。今年は私たちが田圃で作ってきたお米を使ってご飯に切り替えることにしました。天ぷら丼にも変化させることも可能です。そして天ぷらは揚げ立てが最もおいしいので、数人でテーブルを囲みながら揚げ立てを頂けるようにすることも提案があり、工夫することにしました。みんなで楽しく面白く愉快になれる場づくりに工夫を凝らしています。大いに仲間を誘ってご参加ください。お待ちしています。
17号地笹竹伐採　里山農園の2号地と5号地の奥の谷に数枚放棄田の存在しているようです。エノキの大きさからみて放棄されて数十年経過しています。この笹薮を切り開くと見違えるような素晴らしい農園谷の風景のある里山が出現すると容易に想像できます。この季節は徐々にウグイスの鳴き声がうまくなってきています。先日のジャガイモの植え付け時に、芳川さんが呼びかけると反応してきています。小泉さんがここに来られてこの面白さ素晴らしさに感激をして、ぜひとも放棄されている数枚の田圃を何とか整備開拓しようと連日頑張っておられます。皆さんもコツコツ少しずつの積み重ねを一緒に挑戦してみようではありませんか。自走式草刈り機の威力で想像できない速さで美しい景色が出現しますよ。やった！という達成感を実感できます。ぜひ一度お出かけ下さい。
早くも17号地の整地が随分進みまた一枚田圃が復元できました。週に3～4日は午前8時に農園に来られて作業をされておられます。ずいぶんと強力な働き手が加わっていただきました。これからが更に楽しみです。
地域力再生プロジェクト事業交付金の報告書を31日に提出しました。事業経費の総合計は290万円余りとなりました。イノシシ防御柵16万円、炭焼き窯屋根設置36万円、木津川読本「木津川ってどんな川｝には235万円でした。この報告書が認定されますと出来高払いですので約180万円の交付金が届くことになります。一昨年は100％の認定がされました。
年間事業計画案のうち日程検討会が28日に実施、2014年度のイベント日程が大筋昨年と同様の日程で確定しました。昨日の事務局会議で、懸案の「親子魚とり体験教室」は検討の結果一回目を6月22日又は29日（予備日）、二回目は8月3日に開催することを決めました。これまで夏休みの宿題と考えて取り組んできましたが、「木津川はどんな川」という木津川読本の立場から計画することになりました。募集定員は100人程度とする予定です。
植物部会が植物観察会を28日に八幡市域でイヌナズナは元気かなと開催されました。これまで関わってこられた皆さんも久しぶりに顔を出していただき、10名の皆さんで暖かい日差しの下で三川合流部の植物を調査観察しました。
親子花見乗船体験　6日午前10時から乗船実施　今年も摂南大学の学生13人が応援　滋賀県立大学から北野くん同志社大学から小林君も参加されます。摂南大学生の方々は6日には寝屋川での取組みと重なっての催しですが澤井教授の後を引き継いだ石井教授の理解もあって、例年通りEボートの借用も順調に進み支援を頂けることになりました。　30日の日曜日は雨天でしたので、室内で桟橋用階段を府営団地連合自治会の会員さん7人の皆さんに組み立てていただきました。また2日には階段を設置して桟橋を組上げました。桜は一挙に満開になり素晴らしい景色の中6人の皆さんが奮闘していただきました。当日のスタッフを募集しています。お手伝いにお越しください。お待ちしています。交通整理・ライフジャケット装着係り・綿菓子販売係り等です。
　　
会誌36号の編集と校正作業のお手伝いのスタッフさんも募集しています。期日は15日～20日まで13時～16時里山の会事務所です
